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1. はじめに 

 北海道地区土木鋼構造研究ネットワークは、2009年度より大学教育に対する企業ニーズ調査、大学・高専での構

造系科目開講状況調査、アクティブラーニングへの取り組みに関する研究を行ってきた1-3)。これらの研究は、近年

の少子化による学生数の減少、建設・鉄鋼重工関係業種における人手不足が近年深刻化しているため、学生確保、

技術者確保のために教育面で質的向上を目指すとする側面があった。従って企業側からのニーズや大学・高専側か

らの教材提供等を重視したものであり、学生の側からの視点を考慮したものではなかった。 

 学生が如何にして鋼構造関連科目に興味を持ち、主体的に学

び、更には就職先として鋼構造関連企業を選択するに至るか、を

知ることは学校側、企業側にとって効果的な教育、採用確保を進

める上で重要と考えられる。また我が国では鋼構造技術者はこ

れまで多くの大規模開発事業を遂行しながら設計・施工に活躍

の場を広げていったが、近年、鋼構造技術者は減少しており、こ

れまで培ってきた技術の伝承や技術開発に支障をきたす恐れが

ある。 

 本研究は北海道内の大学生・高専生に対してアンケートを行

い、鋼構造関連科目への関心、鋼構造分野への進路選択に関する

意識、学校や企業が提供する進路情報への関心等について調査

を行うものである。 

 

2. アンケート調査概要 

 表－1にアンケート調査の概要を示す。北海道地区

土木鋼構造研究ネットワークのメンバー(教員)が所

属する大学・高専において、翌年に卒業・修了を控え、

且つほとんどの学生が進路先を決定している時期に

調査を実施した。表－2にアンケートの質問内容を示

す。アンケートは、鋼構造分野への意識調査を主眼と

しているが、進路を決定する上での要因が判別できる

質問項目も設けている。 

 

3. アンケート結果と考察 

 図－1は本調査で得られた回答者の学年と希望の進

路を表している。回答者は大学4年生と高専5年生で全

体の87%を占め、就職希望者が約3分の2を占めた。ま

た、この就職希望者の98％は調査時点で就職先が確定

している。就職希望者の内訳は、修士2年生が20%、大

学4年生が約36％、高専5年生が約42%であった。 

 鋼構造関連について質問した質問7の回答を図－2

に示す。鋼構造関連企業を第一志望及び選択肢の一つ

とした割合は、約27%であった。これは、2022年7月～

8月に一つ下の学年に行った意識調査の結果4)と同等

である。しかし、図－2の第一志望(青色=10.6%)は一つ下の学年より多い結果となった。これは1年間の就職活動に

より増大した結果と推測できる。鋼構造関連企業に興味がある学生が一定数いる中で如何に第一志望へと興味の度

表－1 調査の概要 
 

調査時期 2022年11月12日～2022年12月3日 

調査対象 

[翌年の3月卒業修了予定学生] 
 大学4年生、修士2年生 
 高専5年生、高専専攻科2年生 
(北大、室蘭工大、北見工大、北海学園

大、苫小牧高専、函館高専) 

調査方法 
Form作成ツール｢Google Forms｣を利

用し、回答者にスマートフォンまたは

パソコンで回答を入力させる 

回答数 131 
 

表－2 アンケートの質問内容 
 

1 所属する学校名を選択して下さい。 

2 現在(2022年度)の学年を選択して下さい。 

3 希望する来年度の進路を選択して下さい。(分岐) 
4a 進学先を修了した後の進路の現時点での希望。 
4b 就職についての現在の状況を選択して下さい。 
5 志望する業種を決めた時期はいつですか。 
6 志望する企業等を決めた時期はいつですか。 
7 志望先に鋼構造関連企業を検討されましたか。 
8 就職情報の入手について当てはまるものを選択 

就
職
先
を
考
え
る
に
当
た
っ
て
、

参
考
に
な
っ
た
か
ど
う
か 

9 大学での授業科目 
10 学外講師による出前授業 
11 見学会(現場見学、工場見学等) 
12 インターンシップ(1day仕事体験等を含む) 
13 キャリアセンターまたは就職担当教員からの情報 
14 所属する研究室の教員からの情報 
15 会社(業界)説明会や採用担当者からの情報 
16 OB、OGとの面談 

17 就職先を考えるに当たって、影響の大きかったも

のを選択して下さい。(最大7つ) 
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合いを上げさせられるかが一つの課題点と言える。 

 図－3は質問9｢就職先を考えるに当たって、大学の授業科目

は参考になったかどうか｣の回答をパーセントで表したもので

ある。参考になったとの回答が57.6%で最も多く、得意科目に

関連する就職先を選んだ割合も25.9%と比較的高かった。なお、

鋼構造系科目が参考になったとの回答は全体の23.5%だが、鋼

構造関連企業を第一志望と答えた学生10.6％(9人)に限定する

と、66.7%(6人)が参考になったと回答している。 

 図－4は質問12の回答結果である。この結果よりインターン

シップは就職先を考える上で参考になり、実際その業種や企業

を志望している割合が高い。2021年度の夏休み期間は新型コロ

ナ感染の影響で、インターンシップが学生の希望通りとならな

かった可能性がある。平常であればインターンシップの影響が

より大きかった可能性があると考えられる。 

 質問13～16に関しては、キャリアセンターまたは就職担当教

員、所属する研究室の教員、会社(業界)説明会や採用担当者か

らの情報、OB・OGとの面談は、いずれも高い割合で｢就職先を考

える上で参考になった｣と回答している。 

 図－5は質問17の回答結果である。インターンシップが最も

大きく、会社のWebページ、学校での授業科目、OB・OGからの情

報が続いている。鋼構造関連企業を第一志望としている学生に

限定すると、インターシップを上げた学生は78%、学校での授

業科目、会社のWebページ、OB・OGからの情報はそれぞれ56%と

なった。 

 

4. おわりに 

 翌年の進路がほぼ決定した大学生・高専生に対して進路に関

する意識調査を行った。その結果から、以下の点が判明した。 

・進路決定に際し、インターンシップを最も重要視している。 

・さまざま情報源を活用し積極的に就職活動を行っているこ

とがうかがえる。 

・学校の授業科目は、就職先を考える上で参考になった学生が

多い一方、科目の得意不得意に関係なく就職先を決める学生

も多い。 

・就職先として鋼構造関連企業を強く考える学生は、卒業修了

を翌々年に控えた学年ではわずかだが、翌年に控えた学年で

はインターンシップの経験や学校の授業、会社のWebページ

の情報等により増大した可能性がある。 

 本研究は、一般社団法人 日本鉄鋼連盟 建設企画委員会 鋼

構造研究･教育助成実行委員会による助成を受けて実施したも

のである。ここに謝意を表す次第である。 
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図－1 現在の学年・就職or進学 

図－3 授業科目と就職先 
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図－4 インターンシップ(IS)と就職先 
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図－5 各種情報・イベント等の就職への影響 
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図－2 鋼構造関連企業への志望の動向 

 鋼構造関連企業を第一 
 志望としている。 
 鋼構造関連企業は、 
 選択肢の一つである 
 鋼構造関連企業を検討したが 
 志望先には含めていない 
 鋼構造関連企業を検討して 
 いない 
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